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話題の本棚

月
光
写
真

　

―
―
1
9
8
4
年
の
夏
、
ハ
ワ
イ
の
カ
ウ
ア
イ
島
で
仕
事
が
終
わ
り
、
寝
る

前
に
海
ま
で
散
歩
に
出
か
け
ま
し
た
。
満
月
の
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
原
っ

ぱ
を
通
り
、
真
っ
暗
な
林
を
抜
け
、
月
光
に
輝
く
白
い
砂
浜
に
出
ま
し
た
。

　

波
打
ち
際
に
座
る
と
、
海
、
水
平
線
、
形
の
良
い
雲
が
浮
か
ぶ
星
空
、
夜
の

風
景
が
広
が
り
、
目
の
前
の
海
面
す
れ
す
れ
を
飛
び
過
ぎ
て
行
く
鳥
の
姿
ま
で

が
ク
ッ
キ
リ
と
見
え
ま
し
た
。
そ
の
と
き
初
め
て
、
月
の
光
で
写
真
を
撮
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
―
―
『
宙
の
月
光
浴
』
あ
と
が
き
よ
り

　

満
月
の
明
る
さ
は
太
陽
光
の
46
万
5
0
0
0
分
の
1
。
石
川
氏
は
、
三
〇
年

以
上
に
わ
た
り
満
月
の
光
だ
け
で
撮
影
を
続
け
て
き
た
、
世
界
で
も
稀
有
な

「
月
光
写
真
家
」
で
す
。
初
め
て
月
光
写
真
を
撮
っ
た
の
は
、
写
真
家
歴
22
年

の
時
。
プ
ロ
の
常
識
を
以
て
月
光
の
み
で
カ
メ
ラ
に
像
を
写
す
の
は
不
可
能
と

決
め
込
み
つ
つ
、「
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
影
ぐ
ら
い
は
…
…
」
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
る
と
、
そ
こ
に
は
、
太
陽
光
と
同
じ
発
色
で
見
事
に
写
っ
た
ジ
ン
ジ
ャ
ー
の

つ
ぼ
み
。
こ
の
一
枚
に
衝
撃
を
受
け
、
地
上
で
宇
宙
実
感
を
覚
え
た
こ
と
が
、

月
光
写
真
を
撮
り
続
け
る
原
動
力
に
な
っ
た
と
氏
は
記
し
ま
す
。

　

満
月
の
光
を
求
め
て
世
界
中
を
巡
っ
た
三
〇
年
間
の
旅
に
一
区
切
り
を
つ
け
、

『
月
夜
の
晩
に
』
で
は
日
本
各
地
で
撮
ら
れ
た
写
真
が
季
節
毎
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
写
真
集
と
は
違
う
ざ
ら
っ
と
し
た
表
紙
の
手
触
り
が

指
先
に
沁
み
て
、
宮
沢
賢
治
の
童
話
を
ふ
っ
と
想
起
す
る
よ
う
な
装
丁
が
暖
か

く
心
に
沁
み
て
、
大
切
な
ア
ル
バ
ム
を
受
け
取
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
。

　

本
を
開
く
と
、
真
っ
黒
な
四
角
の
中
心
に
小
さ
く
本
の
タ
イ
ト
ル
が
現
れ
、

映
画
が
始
ま
る
前
の
よ
う
な
静
け
さ
と
緊
張
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、
頁
を
捲
り

ま
す
。
最
初
は
冬
の
月
夜
。
暗
闇
に
渦
巻
く
雲
は
異
世
界
へ
の
入
り
口
み
た
い

で
ぞ
わ
っ
と
す
る
し
、
雪
山
の
滝
か
ら
は
飛
沫
と
冷
気
が
立
ち
上
っ
て
き
ま
す
。

葉
を
落
と
し
た
木
た
ち
は
、
月
光
を
浴
び
、
鋼
の
よ
う
な
ク
ー
ル
さ
と
魔
力
と

言
っ
て
し
ま
い
た
い
く
ら
い
の
甚
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、「
生
」
を
空
に
放
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
、
月
夜
は
不
思
議
と
、
太
陽
の
下
よ
り
も
、「
生
」
を
強
く

感
じ
さ
せ
る
の
で
す
。
昼
間
よ
り
宇
宙
を
感
じ
る
濃
い
青
と
と
も
に
「
生
」
が

ダ
バ
ー
と
目
に
流
れ
込
ん
で
き
て
、
静
寂
と
「
生
」
の
音
に
耳
は
キ
ー
ン
と
し
、

私
の
鼻
は
ツ
ー
ン
と
、
腹
は
ズ
ン
と
、
頭
は
ス
パ
ー
ン
と
や
ら
れ
る
の
で
す
。

写
真
の
中
の
植
物
が
種
子
を
飛
ば
し
、
私
の
心
臓
で
茎
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
伸
び

る
広
が
る
。
冬
の
刺
す
よ
う
な
月
光
が
春
は
丸
み
を
帯
び
て
、
生
物
た
ち
も
優

し
く
ほ
こ
ろ
ぶ
よ
う
。
夏
は
月
光
も
元
気
一
杯
、
虫
た
ち
も
登
場
し
、
ワ
ク
ワ

ク
感
満
載
。
秋
の
夜
は
切
な
い
ほ
ど
澄
み
渡
り
、
月
光
に
燃
え
る
紅
葉
は
空
に

昇
る
竜
み
た
い
。
こ
の
写
真
集
は
今
ま
で
以
上
に
洗
練
さ
れ
な
が
ら
、
子
ど
も

の
輝
く
瞳
を
通
し
た
よ
う
な
純
粋
さ
を
ひ
し
ひ
し
感
じ
た
の
で
す
が
、
地
面
か

ら
生
物
た
ち
を
見
上
げ
る
よ
う
な
ア
ン
グ
ル
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
が
一
つ
要

因
と
し
て
あ
る
気
が
し
ま
す
。
彼
ら
の
息
遣
い
が
聞
こ
え
そ
う
な
、
会
話
で
き

て
し
ま
い
そ
う
な
空
気
が
こ
の
本
に
は
、
夜
の
世
界
に
は
漂
っ
て
い
ま
す
。

　

夜
、
寂
し
く
な
っ
た
ら
、
こ
の
本
を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
闇
の
中
で
も
、

地
球
に
は
、
宇
宙
に
は
、
こ
の
世
界
に
は
、
必
ず
光
が
あ
る
の
で
す
。（�

黄
丹 

）

�

（
一
〇
四
頁　

税
込
五
五
〇
〇
円　

5
月
刊
）

月
夜
の
晩
に

石
川
賢
治
著

小
学
館
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話題の本棚

イ
メ
ー
ジ
の
多
層
か
ら
生
ま
れ
る
グ
ル
ー
ヴ
感

　
「［
…
］
こ
の
物
語
の
要
約
も
ま
っ
た
く
不
可
能
だ
。
要
約
に
よ
っ
て
、
壮
大

な
舞
台
装
置
や
、
二
重
館
、
石
蚤
、
自
動
人
形
、
粘
土
人
形
、
不
可
視
の
虎
、

運
河
、
濃
霧
、
影
と
い
っ
た
よ
う
な
目
も
綾
な
小
道
具
類
が
す
べ
て
置
き
去
り

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
難
解
だ
が
、
そ
の
分
だ
け
実
在

感
の
あ
る
、
ノ
ミ
で
彫
り
つ
け
た
よ
う
な
文
体
を
紹
介
で
き
な
い
の
で
は
、
何

も
言
わ
な
か
っ
た
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」。
四
〇
年
以
上
前
に
出
版

さ
れ
た
本
書
の
元
本
『
仮
面
物
語
』
に
時
評
を
寄
せ
た
井
上
ひ
さ
し
の
言
葉
で

あ
る
。
続
け
て
井
上
は
作
品
に
称
賛
を
与
え
、
そ
の
賛
美
に
世
間
も
応
え
る
か

の
よ
う
に
『
仮
面
物
語
』
は
上
々
の
売
り
上
げ
を
記
録
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
著
者
山
尾
は
か
の
書
の
復
刊
を
拒
み
、
こ
れ
に
よ
り
本
作
は
長
い
眠

り
に
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
う
し
た
異
例
の
過
去
を
も
つ

『
仮
面
物
語
』
が
眠
り
か
ら
覚
め
、
装
い
新
た
に
今
夏
お
披
露
目
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
読
中
私
は
困
っ
て
い
た
―
―
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
手
が
止

め
ら
れ
な
い
こ
と
に
。

＊

　

み
な
さ
ん
は
鏡
に
映
る
自
分
を
み
て
、
こ
う
思
っ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
こ
れ
は
誰
だ
？
」「
自
分
で
は
な
い
よ
う
だ
」「
お
そ
ろ
し
い
」。
本
書
を
読
む

な
か
で
、
一
度
と
な
ら
ず
こ
う
し
た
体
験
が
思
い
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

物
語
は
〈
た
ま
し
い
の
顔
〉
を
め
ぐ
り
進
ん
で
い
く
。
己
の
真
の
姿
で
あ
る

た
ま
し
い
の
顔
。
も
し
そ
の
持
ち
主
が
た
ま
し
い
の
顔
を
み
て
し
ま
え
ば
、
恐

怖
の
あ
ま
り
発
狂
す
る
代
物
。
人
は
自
身
の
た
ま
し
い
の
顔
を
恐
れ
、
そ
れ
を

つ
く
る
〈
影
盗
み
〉
を
忌
み
嫌
う
。
だ
が
か
た
や
、
た
ま
し
い
の
顔
を
み
た
い

と
望
む
者
も
。
自
分
が
な
に
も
の
で
あ
り
、
な
に
も
の
で
な
い
の
か
。
登
場
人

物
た
ち
は
み
な
、
そ
の
答
え
を
探
し
て
い
る
よ
う
だ
。

＊

　

先
の
井
上
の
評
に
倣
い
、
詳
し
い
あ
ら
す
じ
紹
介
は
避
け
よ
う
。
む
し
ろ
、

私
が
思
う

0

0

0

0

本
書
の
魅
力
を
拙
い
な
り
に
も
語
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

幻
想
小
説
の
巨
星
で
あ
る
作
者
が
描
く
世
界
は
、
生
と
死
、
光
と
影
、
熱
と

冷
、
輝
き
と
く
す
み
の
イ
メ
ー
ジ
に
満
ち
て
い
る
。
こ
れ
ら
両
極
の
イ
メ
ー
ジ

が
、
時
間
と
空
間
を
あ
べ
こ
べ
に
し
た
圧
巻
の
非
現
実
空
間
を
つ
く
り
だ
し
て

い
る
の
だ
。
そ
の
美
し
く
も
奇
怪
な
世
界
の
中
で
、
登
場
人
物
た
ち
は
走
り
、

飛
び
、
叫
ぶ
。
ガ
ラ
ス
は
砕
け
散
り
、
火
焔
が
渦
巻
き
、
水
流
が
轟
く
。
こ
れ

ら
の
動
き
の
描
写
は
し
か
し
、
な
ぜ
か
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
一
瞬
一
瞬
を
克
明
に
切
り
取
っ
た
フ
ィ
ル
ム
を
見
て
い
る
か
の
ご
と
く
。

こ
の
一
秒
を
永
遠
に
引
き
延
ば
し
た
か
の
よ
う
な
描
写
の
連
続
に
よ
り
、
我
々

読
み
手
は
無
重
力
の
只
中
に
放
り
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
浮
遊
感
に
つ
つ
ま
れ

る
。
だ
が
こ
の
浮
遊
感
は
、
文
章
の
流
れ
の
な
か
で
感
じ
ら
れ
る
も
の
。
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
こ
で
一
部
だ
け
を
引
用
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
本
書
が
織
り
な

す
グ
ル
ー
ヴ
感
は
、
唯
一
無
二
の
心
地
よ
さ
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

あ
ぁ
、
本
書
の
魅
力
を
伝
え
き
れ
て
い
る
自
信
が
私
に
は
な
い
。
ど
う
か
、

ど
う
か
、
こ
の
本
が
素
敵
な
読
者
の
手
に
届
か
ん
こ
と
を
。�

（�

は
ら
ん 

）

�

（
三
一
〇
頁　

税
込
三
九
六
〇
円　

5
月
刊
）

仮
面
物
語

或
は
鏡
の
王
国
の
記

山
尾
悠
子
著

国
書
刊
行
会
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　タイトルこそ「職業とし
ての小説家」となっている
ものの、村上春樹による小
説論・創作論がまとめられ
た本書は、何かを「つくる
人」すべてにおすすめでき
る一冊だ。一応「ものを書
く」という意味で「つくる人」の端くれに位
置する私も、いったい何度本書を開き、心慰
められてきたかわからない。たとえば次の文
章。長々と引用することを許してもらいたい。
　「小説を書くというのは、基本的にはずい
ぶん「鈍臭い」作業です。そこにはスマート
な要素はほとんど見当たりません。一人きり
で部屋にこもって「ああでもない、こうでも
ない」とひたすら文章をいじっています。机
の前で懸命に頭をひねり、丸一日かけて、あ
る一行の文章的精度を少しばかり上げたから
といって、それに対して誰が拍手してくれる
わけでもありません。誰が「よくやった」と
肩を叩いてくれるわけでもありません。自分
一人で納得し、「うんうん」と黙って肯くだ
けです。本になったとき、その一行の文章的
精度に注目してくれる人なんて、世間にはた
だの一人もいないかもしれません。小説を書
くというのはそんな作業なのです」。
　この文章を読むと、何かをつくっていると
きの自分の孤独が肯定されているように感じ
て、何だか心が休まってくる。「つくる」と
は畢竟、自分自身との孤独な闘いにほかなら
ないのだろう。出来上がった作品に自分は心
から納得しているか――「つくる人」はこの
問いを絶えず、みずからに向けなければなら
ない。そして納得できるまで、作品と向き合
い続けなければならない。妥協しそうな自分
の尻を叩いてくれる「つくる」の名著。座右
の書となること間違いなし！� （�ぱや ）
� （346 頁　税込 737 円）

職業としての小説家
村上春樹著
新潮文庫

　

人
は
「
つ
く
る
」
生
き
物
で
あ
る
。
子
を
、
田
畑
を
、
家
屋
を
、

機
械
を
、
人
間
関
係
を
、
言
葉
を
、
文
学
を
、
音
楽
を
。
永
遠
な

ど
な
い
こ
の
世
界
で
、人
は
常
に
何
か
を
「
つ
く
り
」
続
け
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
の
成
長
が
目
覚
ま
し
い
今
日
、
人
工
知
能
で
は
な
く
、
人

間
が
何
か
を
「
つ
く
る
」
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？　

青
葉
の

茂
る
季
節
が
終
わ
り
、
植
物
は
春
の
芽
吹
き
に
向
け
て
冬
の
眠
り

に
入
り
始
め
る
。
我
々
も
自
身
の
新
た
な
芽
吹
き
に
む
け
、「
つ

く
る
」
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
み
よ
う
。

�

（�

は
ら
ん 

）

特集

つくる
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　“In�a� hole� in� the�ground�
there�lived�a�hobbit.”
　この一文を目にすると心
が躍る。これは、J.R.R. ト
ールキンによる『ホビット
の冒険』の始まりの一文で
あり、『指輪物語』へと続
く壮大なファンタジーの世界「中つ国」の始
まりでもある。現実には存在しない中つ国、
そこに生きるエルフやドワーフ、そして彼ら
との旅路は、世界中の読者を夢中にさせる。
そんな第二の世界を「つくる」とき、それは
どこから始まるのだろうか。
　文献学者（philologist）・トールキンの場合、
「言語の創造が土台」となった。その一つに、
彼はエルフ語をつくる。それもちょっとした
挨拶表現を、というレベルではなく、体系的
な音韻と文法を持ち、話者の社会と歴史の中
で派生していく言語を創造したのである。そ
して、中つ国の地図を描き、暦を定め、月の
満ち欠けを計算した。その緻密さからは文献
学者・トールキンの熱意が伝わってくる。言
葉にはそれを話す者、話される土地があり、
そしてそれは使用される中で月日の流れとと
もに変化していくのだ、と。トールキンが
「つくる」世界が単なる空想にとどまらない
所以はここにある。その学識に支えられ、文
献学者がそうするように、言葉のひとつひと
つから「再建」された世界なのである。作者
の知の積み重ねが人々を魅了する。
　本書は、トールキンと同じ文献学者であり、
その晩年には直接言葉を交わすこともあった
というトム・シッピーによる作品評伝。トー
ルキンが用いた言葉とその源を文献学の視点
から読み解いていく。中つ国の旅のみならず、
あなた自身の創作の旅路においても、本書は
良き“旅の仲間”となるだろう。�（�ひるね ）
� （501 頁　税込 3080 円）

　お次は「詩をつくる」こ
とに目を向けてみたい。16
世紀イタリアの英雄詩を語
る上で外せない存在、トル
クァート・タッソ。彼が注
目に値する所以は、ただ詩
人として優れていたからで
はない。創作活動に加え、理論という観点か
らも詩作に向き合ったことが、今日まで続く
名声を彼に与えることとなったのだ。
　「詩人が神聖と言われるのは、彼がこの仕
事において創造主に類似しており、その神性
を分かち持つために他なりません」。タッソ
が英雄詩の筋立てに求めたのは、この世界の
完全性と調和を落とし込んだかのような美し
い「単一性」すなわち「統一性」であった。
さらに重要な要素として彼は、アリストテレ
スの『詩学』以来唱えられてきた「本当らし
さ」と、16 世紀に一世を風靡した騎士物語
に特徴的な「驚異」の共存を唱えたのである。
こうした見解は、理論にありがちな〈非実践
的〉主張と映るかもしれない。ところが驚く
ことに、タッソという優れた詩人はその〈理
論〉を見事に〈実践〉へと移してみせた。
〈理論〉と〈実践〉の双方に秀でたという意
味で、彼は「詩をつくる」ことにおいて、設
計者であると同時に職人でもあり、一つの詩
の世界の「創造主」であったと言えるだろう。
　さて、本書は詩に関心のある全ての方に読
んでもらいたいのだが、古い時代の作品に抵
抗のある方には、まず訳者の解説から入るこ
とをお勧めする。本書の時代背景となる宗
教・思想状況がタッソの文章の如く理路整然
と説明されているので、内容理解を大いに助
けてくれる。本書を読む誰かがいつか、詩の
世界をつくる創造主の 1人になってくれるこ
とを期待しつつ本書評を終えたい。�（�はらん ）
� （160 頁　税込 2750 円）

J.R.R.トールキン世紀の作家
トム・シッピー著　沼田香穂里訳

伊藤盡訳監修　評論社

詩作論
トルクァート・タッソ著
村瀬有司訳　水声社
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　元来、写真を撮るという
行為は「つくる」行為に他
ならなかった。被写体に反
射した光は小さな穴を通っ
て銅板上で再び像を結び、
ヨウ化銀を反応させる。
　そうしてできた銀

ダゲレオタイプ

板写真
はその表面に静止した過去の光景を写しなが
ら質量を持つ物体として世界に存在し続ける。
フィルムの登場によって写真は大衆化し、デ
ジタル化とスマートフォンの普及により今や
世界中の人びとのポケットの中にカメラがあ
る。あらゆる人が撮影者となり、SNS では
日々大量の写真が投稿され、消費されていく。
実体を伴わずに写真が増殖していく今日こそ、
写真というものの本質にむきあう意義がある。
その手助けになるのが本書だ。1977 年に書か
れた古典作品だが、写真の本質に切り込むソ
ンタグの深い洞察が古びることは決してない。
　ソンタグは写真芸術や報道写真、映像作品
を苛烈に批評しながら、写真を撮ることや撮
られること、見ること、選ぶこと、並べるこ
とといった行為の持つ意味や、社会的な地位
について考える。シャッターを切った瞬間、
世界に存在していた光景は写真として固定さ
れ、過去を物体として現在にとどめる。小片
となって組み換え可能になった過去は、前後
の文脈をはぎとられ、ただ写る光景以外の何
でもない存在として、撮影者に所有される。
　彼女の論の中心には、時間を超越して持続
する写真の権力性が常に据えられている。そ
の言葉は熱く、今も変わらない、写真の根底
にある本質を読者に強く投げかける。「そこ
に表面がある。さて、その向うにはなにがあ
るのか、現実がこういうふうに見えるとすれ
ば、その現実はどんなものであるはずかを考
えよ、あるいは感じ直観せよ」。�（�たいやき ）
� （221 頁　税込 1980 円）

　岡井隆、寺山修司と共に
「前衛短歌の三雄」と称さ
れる塚本邦雄。彼が古今東
西の様々な「ことば遊び」
を選りすぐり、解読し、た
まに自分でつくってみたの
が当書だ。いろは歌、回文、
形象詩、文字鎖、輪形詩等、多種多様な芸が
詰まった宝典。神武天皇も平安貴族も徳川家
康も昭和の市井の新聞投稿者も白居易もルイ
ス・キャロルも、手元の「ことば」をおもち
ゃに、「つくる」ことを楽しんだのだ。
　回文「長

なが

き夜
よ

のとをの眠
ねぶ

りの皆
みな

目
め ざ

覚め波
なみのり

乗
舟
ふね

の音
おと

の佳
よ

きかな」など親しみあることば遊
びも多くの珠玉が蒐集されているが、当書に
はもっとアクロバティックな作も現れる。源
順の碁盤歌は特に必見だ。塚本も絶賛する本
作は、和歌でつくった碁盤の対角線とその平
行線にこれまた和歌を配したクロスワードパ
ズルのような代物。その和歌の数なんと 50。
それだけでない。この頁の余白にでも碁盤を
書いて斜線を引いてみてほしい。「田」と
「米」の字が見つかるはず。源はそれを踏ま
え農耕歌で碁盤をつくった。碁盤の右から左
へ季節が移り行く仕掛け付きで。十センチ四
方に魂込めすぎでは？　その美学、天晴れ！
　お次は伊勢物語の「かきつばた」でお馴染
み、折句の微笑ましいやり取りを紹介したい。
　「ち

0

かきやまま
0

ぢかきすまゐき
0

きながらこ
0

と問ひもせずは
0

るは過ぎぬる」� 松永貞德
　「ち

0

よ經ともま
0

たなほ飽かでき
0

きたきはこ
0

れや初音やは
0

つほととぎす」� 木下長嘯子
　「粽

ちま き ご は

五把参らする」に「粽
ちま き ご は

五把持て囃す」。
初夏の爽やかな景色に裏メッセージが潜んで
いる。これは楽しい、誰かとやりたい！
　「つくる」は、とても親しく愉快な生涯の
友。あなたもつくってみませんか。�（�黄丹 ）
� （196 頁　税込 3135 円）

写真論
スーザン・ソンタグ著
近藤耕人訳　晶文社

ことば遊び悦覧記
塚本邦雄著
河出書房新社
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　教授は 2023 年 3 月 28日
にこの世を去った。稀代の
音楽家・坂本龍一によって
新たな音楽が創り出される
ことは、もう決して、ない。
　細野晴臣・高橋幸宏とと
もに1978 年に YMOを結成。
日本の音楽シーンに激震を走らせた彼は、「戦
場のメリークリスマス」「ラスト・エンペラー」
など数多くの映画音楽を手掛け、世界的音楽
家として歴史にその名を刻んだ。幼少期から
の半生を綴った前著『音楽は自由にする』に
続き、本書では 2009 年以降の経験が語られる。
　迫り来る老い、3.11の震災、再発するガン、
先の見えない闘病生活――「ぼくはあと何回、
満月を見るだろう」――死期を悟りながらも
それでもなお、彼は新たな音楽を模索する。
「音楽は時間芸術だと言われます。時間とい
う直線の上に作品の始点があり、終点に向か
って進んでいく。……自分自身が健康だった
頃は、どこか時間の永遠性や一方向性を前提
としていたところがあったのですが、生の限
定性に直面した今、これまでとは違った角度
から考え直す必要がるのではないか」。
　音楽を創り続けるということ。それは果て
なき砂漠を独り歩み続けるような、深い海に
息を止めて潜っていくような、苛烈で、残酷
で、孤独な営みだ。彼は何に苦悩し、感動し、
この世を旅立っていったのだろう。本書は、
朴訥としていながらも流麗な、まるで Chet�
Baker の Tpの音色のような言葉で紡がれた自
伝的エッセイだ。音楽家・坂本龍一の軌跡を
縁取る最後の一冊。ぜひあなたにも読んでも
らいたい。最後に、本書の末尾にもあるこの
言葉をここに記そう。R.I.P.

Ars�longa,�vita�brevis.
　――芸術は永く、人生は短し――（�浅煎り ）
� （288 頁　税込 2090円）

　今回の特集を「自分は
“つくり手”ではないから」
と、傍観的に読んでいたあ
なたに、ぜひ手に取って欲
しい一冊がある。
　本書は、社会人類学者イ
ンゴルドが、2024 年からア
バティーン大学で開講している講義名でもあ
る「四つの A」――人類学（Anthropology）、
考古学（Archaeology）、芸術（Art）、建築
（Architecture）を出発点に、籠、彫刻、握斧、
ゴシック聖堂などの例を挙げながら、「つく
ることを通じて思考すること」を論じたもの
だ。つくること、それは頭の中のある固定さ
れた完成形に向かって物質を変形させること
ではない。それは、絶えず変化するあらゆる
物質と、絶えず変化するつくり手のイメージ
が「力を合わせる」ことで生まれる、「成長」
の過程なのだ。
　例を挙げよう。ある時著者と学生らは、浜
辺で籠の編み方を教わった。そこで彼らが実
感したのは、柳のたわみや摩擦が、籠枠の枝
を上方へと押し上げようとする風が、筋肉の
痛みが、一人一人の背丈が、相互作用し、形
をつくりだす過程に入り混じっているという
ことだった。木材や周囲の環境と自分が、呼
応することで、籠と呼ばれる形になった。
　人類学や考古学は、一見こうした「つくるこ
と」とはかけ離れているが、そうではない。著
者は自身の専門である人類学を、対象について

0 0 0 0

学ぶ学問ではなく、対象とともに
0 0 0 0

考えるプロセ
スだと述べる。さらに読者は「つくること」が、
学ぶことそして生きることの全てに通ずるのだ
と、本書を通して知ってゆく。「本を読んでは
いけない」と著者は言う。「本とともに読みなさ
い。そうすれば、その書物はあなただけの道を
指し示してくれるだろうから」。� （�茫漠 ）
� （320 頁　税込 3410 円）

ぼくはあと何回、
満月を見るだろう

坂本龍一著　新潮社

メイキング
ティム・インゴルド著

金子遊／水野友美子／小林耕二訳　左右社
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

こ
れ
が
生
活
な
の
か
し
ら
ん

小
原
晩
著

大
和
書
房

　

暑
い
夏
が
や
っ
と
終

わ
っ
た
。
大
学
が
始
ま

っ
て
毎
日
が
飛
ぶ
よ
う

に
過
ぎ
て
い
く
。
起
き

て
大
学
へ
行
っ
て
働
い
て
食
べ
て
、
そ
し
て
寝
る
。

ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
く
時
間
の
中
で
、
ふ
と
思
う
。

私
は
何
を
し
て
い
る
ん
だ
っ
け
、
と
。

　

小
原
晩
さ
ん
は
、
そ
ん
な
過
ぎ
ゆ
く
日
々
の
一
瞬

一
瞬
を
切
り
取
り
、
こ
と
ば
に
し
て
『
こ
れ
が
生
活

な
の
か
し
ら
ん
』
と
名
前
を
付
け
た
。
ひ
と
り
暮
ら

し
、
三
人
暮
ら
し
、
実
家
暮
ら
し
、
寮
暮
ら
し
、
そ

し
て
ふ
た
り
暮
ら
し
。
と
っ
て
お
き
の
絵
を
見
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
一
冊
だ
。

　

塩
バ
タ
ー
パ
ン
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
一
編
「
自
炊
風
景
」。
ト
ー
ス
ト
さ
れ
た
パ

ン
に
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
た
生
ハ
ム
を
詰
め
る
。
三
人

暮
ら
し
の
あ
る
日
の
一
編
「
今
日
は
た
の
し
い
手
巻

き
寿
司
」。
土
鍋
で
米
を
炊
く
酢
飯
担
当
の
子
が
ぴ

か
ぴ
か
し
て
い
る
。
部
屋
の
空
気
や
温
度
が
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
な
、
読
む
人
の
い
つ
か
の
記
憶
に
そ
っ

S
W
IT
C
H

V
O
L.4
1

　N
O
.9

特
集：
ジ
ブ
リ
を
め
ぐ
る
冒
険

新
井
敏
記
編　

ス
イ
ッ
チ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

※
以
下
ネ
タ
バ
レ
注
意

　

先
日
、
宮
﨑
駿
が
監

督
を
務
め
た
ス
タ
ジ
オ

ジ
ブ
リ
の
最
新
作
『
君

た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
を
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
観
に

行
っ
た
。
感
想
は
一
言
。「
い
い
も
ん
を
観
れ
た
」。

主
題
歌
が
流
れ
、
映
画
が
終
わ
り
、
劇
場
が
明
る
く

な
っ
た
と
き
、
私
は
そ
う
思
っ
た
。
た
し
か
に
突
っ

込
み
ど
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
わ
か
ら
な
い
と
こ

ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
け
れ
ど
、「
い
い
も
ん
を
観

れ
た
」
と
い
う
感
触
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
し

っ
か
り
と
あ
る
。
名
作
と
は
お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た

感
触
を
人
び
と
に
残
す
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
か
ら
数
日
後
、
私
は
書
店
を
訪
れ
、
本
書
を

買
っ
た
。
実
は
ず
っ
と
前
か
ら
買
お
う
買
お
う
と
思

っ
て
い
た
の
だ
が
、「
絶
対
に
ネ
タ
バ
レ
が
書
い
て

あ
る
！
」
と
思
っ
て
、
買
わ
ず
に
我
慢
し
て
い
た
の

だ
。
け
れ
ど
も
今
は
ネ
タ
バ
レ
な
ど
何
の
そ
の
、
心

置
き
な
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
あ
い
み
ょ
ん
や
木

村
拓
哉
な
ど
の
声
優
陣
、
主
題
歌
を
担
当
し
た
米
津

玄
師
や
作
画
を
担
当
し
た
本
田
雄
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
記
事
が
並
ぶ
本
書
だ
が
、
目
玉
は
池
澤
夏
樹
に
よ

る
鈴
木
敏
夫
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
。
開
始
早
々
、

池
澤
か
ら
こ
ん
な
言
葉
が
飛
び
出
す
。「
宮
﨑
映
画

に
意
味
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。「
こ
れ
は
何
な
ん

だ
」
と
言
い
出
す
と
き
り
が
な
い
」。
思
わ
ず
「
そ

の
通
り
！
」
と
手
を
打
ち
た
く
な
る
。
一
方
で
鈴
木

は
「
宮
﨑
駿
に
出
会
っ
た
が
百
年
目
」
な
ど
と
愚
痴

を
こ
ぼ
し
つ
つ
、
こ
ん
な
言
葉
を
ぽ
ろ
り
と
も
ら
す
。

宮
﨑
は
「
す
ご
い
人
で
す
。
そ
れ
で
面
白
い
人
。
お

か
げ
で
僕
の
人
生
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
」。

　

ち
な
み
に
、
宮
﨑
駿
は
す
で
に
次
回
作
に
向
け
て

や
る
気
満
々
ら
し
い
。
鈴
木
は
言
う
。「
僕
は
も
う
、

止
め
な
い
で
す
よ
。
し
ょ
う
が
な
い
で
す
」。（�

ぱ
や 

）

�

（
一
三
六
頁　

税
込
一
一
〇
〇
円　

8
月
刊
）

と
触
れ
る
文
章
で
あ
る
。
け
れ
ど
、
書
き
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、
楽
し
い
こ
と
や
嬉
し
い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
。「
う
ら
め
し
や
う
ら
め
し
や
と
呪
っ
て
み

る
」
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
理
不
尽
な
こ
と
や
が
っ
か

り
す
る
こ
と
、
そ
う
い
う
こ
と
も
並
べ
て
書
く
の
だ
。

　

彼
女
の
こ
と
ば
で
書
か
れ
た
生
活
は
、
必
ず
ど
こ

か
に
光
が
射
す
。
そ
れ
は
、
絵
の
中
央
に
燦
々
と
降

り
注
い
で
い
た
り
、
片
隅
に
さ
さ
や
か
な
日
向
を
作

っ
て
い
た
り
す
る
。
彼
女
は
日
々
の
暮
ら
し
に
あ
る

小
さ
な
光
を
見
つ
け
て
、
こ
と
ば
で
そ
れ
を
確
か
な

も
の
に
す
る
。
そ
し
て
読
ん
だ
私
は
、
き
っ
と
こ
れ

も
生
活
な
の
か
な
、
と
思
っ
た
り
す
る
。（�

ひ
る
ね 

）

�

（
一
八
四
頁　

税
込
一
六
五
〇
円　

9
月
刊
）
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自
選
随
筆
集
　
野
の
果
て

志
村
ふ
く
み
著

岩
波
書
店

　

染
織
家
に
し
て
随
筆

家
―
―
そ
ん
な
稀
代
の

肩
書
き
を
持
つ
者
、
そ

れ
が
志
村
ふ
く
み
で
あ

る
。
本
書
に
は
、
御
年
九
九
歳
の
志
村
が
自
選
し
た

随
筆
が
、「
私
」「
仕
事
」「
思
想
」
の
三
本
柱
で
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
志
村
が
大
切
に
し
て
い
る
そ
れ

ら
の
随
筆
か
ら
は
、
穏
や
か
で
優
し
い
、
け
れ
ど
も

芯
の
通
っ
た
志
村
の
人
柄
が
静
か
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

志
村
の
生
涯
は
「
私
」
の
章
で
語
ら
れ
る
が
、
や

は
り
ひ
と
つ
の
世
紀
を
生
き
た
だ
け
あ
っ
て
、
そ
の

人
生
は
数
限
り
な
い
喜
び
と
悲
し
み
に
満
ち
て
い
る
。

養
女
と
し
て
の
生
活
、
兄
と
の
死
別
、
母
と
の
再
会
、

そ
し
て
染
織
と
の
出
会
い
。
ど
れ
も
み
な
、
一
冊
の

本
を
も
っ
て
語
る
に
値
す
る
出
来
事
だ
が
、
と
く
に

印
象
的
な
の
は
実
の
母
と
の
生
活
を
綴
っ
た
文
章
だ
。

志
村
は
母
を
こ
う
描
写
す
る
。「
常
に
夢
み
が
ち
な

母
は
、
夕
餉
の
途
中
で
も
夕
陽
が
美
し
い
と
い
っ
て

子
供
達
を
ひ
き
つ
れ
て
、
野
道
に
走
り
出
る
よ
う
な

人
だ
か
ら
、
家
事
は
ま
こ
と
に
下
手
で
、
本
を
読
む

こ
と
、
手
紙
を
か
く
こ
と
、
な
か
で
も
人
と
語
り
合

う
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た
」。
こ
ん
な
不
器
用
な
母
を
、

志
村
は
今
で
も
記
憶
の
中
で
愛
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

読
ん
で
い
て
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
た
母
の
言
葉
が
あ

る
。「
ひ
と
は
一
ば
ん
は
じ
め
の
作
品
で
す
べ
て
わ
か

る
」。
つ
ま
り
も
し
人
に
「
や
る
べ
き
仕
事
と
い
う
も

の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
帰
着

点
が
ど
こ
か
に
さ
だ
め
ら
れ
て
い
る
」。
母
は
そ
れ

ゆ
え
、
志
村
が
初
め
て
着
物
を
織
っ
た
時
、「
も
う

そ
れ
以
上
の
着
物
は
織
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と

言
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
私
の
、
あ
る
い
は
あ
な
た
の

す
べ
て
は
、
た
と
え
ば
卒
業
論
文
や
修
士
論
文
に
す

で
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
は
そ

れ
に
見
合
っ
た
も
の
を
書
け
た
だ
ろ
う
か
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
三
四
二
頁　

税
込
三
三
〇
〇
円　

5
月
刊
）

　
「
ロ
バ
が
好
き
だ
」

…
…
著
者
の
趣
向
を
表

す
シ
ン
プ
ル
な
一
文
で

始
ま
る
。
こ
れ
自
体
は

本
の
題
名
か
ら
も
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ロ
バ
と
海
外
を
歩
く
旅
を
し
て

い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
他
の
旅
と
は
一
線
を
画

し
て
い
る
。
本
書
で
は
、
そ
ん
な
ロ
バ
好
き
の
著
者

が
イ
ラ
ン
・
ト
ル
コ
・
モ
ロ
ッ
コ
の
三
か
国
で
そ
れ

ぞ
れ
ロ
バ
と
旅
を
し
た
軌
跡
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

旅
行
の
目
的
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
か
け
る
お

金
や
行
く
場
所
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
か

に
よ
っ
て
旅
の
内
容
は
大
き
く
変
化
す
る
。
著
者
の

目
的
は
ロ
バ
と
自
由
に
歩
き
な
が
ら
旅
を
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
目
的
地
も
ロ
バ
が
多
く
生

息
す
る
国
で
あ
り
、
そ
れ
に
必
要
な
金
額
を
支
払
っ

て
い
る
様
子
も
伺
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
徒
歩
で
ロ
バ

と
旅
を
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
筆
者
の
旅
物

語
は
、
旅
行
記
で
描
か
れ
が
ち
な
旅
の
楽
し
く
良
い

側
面
だ
け
で
は
な
い
。
犯
罪
に
遭
遇
し
た
話
や
行
き

過
ぎ
た
親
切
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
話
な
ど
、

所
謂
「
日
本
と
は
異
な
る
文
化
」
に
対
す
る
素
直
な

感
情
を
含
め
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
も
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
著
者
の
非
凡
な
旅
は
、
Ｘ
（
旧

Twitter

）
で
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。
評
者
も
筆

者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ロ
バ
の
ソ
ロ
ツ
ベ
と
ト
ル
コ

を
旅
し
て
い
る
時
に
、
Ｘ
の
投
稿
を
毎
日
の
よ
う
に

確
認
し
て
い
た
一
人
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
旅
の

様
子
は
、
Ｘ
で
投
稿
さ
れ
て
い
た
事
象
を
線
で
つ
な

い
だ
よ
う
な
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
日

常
生
活
を
送
っ
て
い
る
上
で
は
感
じ
る
こ
と
の
な
い

苦
悩
や
葛
藤
、
そ
し
て
時
に
は
面
白
い
こ
と
や
う
れ

し
い
こ
と
…
…
。
非
日
常
を
感
じ
た
い
時
に
お
す
す

め
す
る
一
冊
で
あ
る
。�

（�

プ
ラ
チ 

）

�

（
二
〇
八
頁　

税
込
一
七
八
二
円　

7
月
刊
）

ロ
バ
の
ス
ー
コ
と
旅
を
す
る

高
田
晃
太
郎
著

河
出
書
房
新
社
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イ
ラ
ク
水
滸
伝

高
野
秀
行
著

文
藝
春
秋

　

書
棚
で
ひ
と
き
わ
目

を
惹
く
深
紅
の
表
紙
、

三
日
月
形
の
川
船
に
乗

り
恰
幅
の
良
い
男
性
の

後
ろ
で
パ
ド
ル
を
握
る
の
が
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
・
高
野
秀
行
だ
。「
誰
も
行
か
な
い
と
こ
ろ
へ

行
き
、
誰
も
や
ら
な
い
こ
と
を
し
、
誰
も
書
か
な
い

本
を
書
く
」
を
ポ
リ
シ
ー
に
高
野
は
こ
れ
ま
で
多
く

の
作
品
を
発
表
し
て
き
た
。
前
作
『
謎
の
独
立
国
家

ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
』
に
の
め
り
こ
み
ア
フ
リ
カ
研
究
を

は
じ
め
る
に
い
た
っ
た
評
者
に
と
っ
て
、
高
野
の
大

型
新
作
で
あ
る
本
書
を
手
に
取
る
の
は
必
然
だ
っ
た
。

　

本
書
の
舞
台
は
イ
ラ
ク
、
テ
ィ
グ
リ
ス
川
と
ユ
ー

フ
ラ
テ
ス
川
の
合
流
点
に
あ
る
巨
大
な
湿
地
帯
「
ア

フ
ワ
ー
ル
」
だ
。
人
類
最
古
の
文
明
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

文
明
の
誕
生
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
高
い
葦
が

茂
り
水
路
が
入
り
組
む
ア
フ
ワ
ー
ル
は
、
敗
走
兵
や

迫
害
さ
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
山
賊
や
犯
罪
者
の
逃

げ
込
む
避ア

ジ
ー
ル

難
所
だ
っ
た
。
そ
の
様
子
を
高
野
は
梁
山

泊
に
な
ぞ
ら
え
る
。
本
書
は
謎
に
包
ま
れ
た
ア
フ
ワ

ー
ル
の
実
態
を
暴
く
、
混
沌
と
迷
走
の
旅
の
記
録
だ
。

　

食
い
倒
れ
の
バ
グ
ダ
ー
ド
、
古
代
宗
教
マ
ン
ダ
教
、

外
資
系
の
言
語
学

黒
田
良
著

日
本
橋
出
版

　

京
大
で
す
ら
、
英
語

が
話
せ
さ
え
す
れ
ば
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
れ
る
と
盲
信
し
て
い

る
輩
が
多
く
て
辟
易
し
て
い
る
。
そ
ん
な
私
の
憂
鬱

を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

著
者
は
自
身
の
外
資
系
企
業
勤
務
経
験
と
言
語
学

の
研
究
を
組
み
合
わ
せ
、
異
言
語
環
境
で
ど
の
よ
う

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
ば
よ
い
か
を
追
究

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
欧
米
系
の
ボ
ス
と
話
す
際
に

日
本
人
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
最
も
注
意
す
る
の
は
英
語

の
流
暢
さ
で
は
な
く
、
論
理
性
・
明
瞭
性
だ
と
い
う
。

よ
っ
て
、
欧
米
系
の
ボ
ス
に
は
結
論
第
一
の
話
し
方

に
、
日
本
人
ボ
ス
に
は
「
起
承
転
結
」
の
話
し
方
に

言
語
切
替
え
―
―
コ
ー
ド
・
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、

円
滑
に
事
が
運
ぶ
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

　

コ
ー
ド
・
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
自
体
で
は
な
く
、
そ
れ

を
外
資
系
企
業
勤
務
者
が
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
等
を
本
書
は
取
り
扱
う
。
そ
の
た
め
、
言
語
学
の

名
を
冠
し
て
は
い
る
が
、
文
法
な
ど
を
主
に
扱
う
言

語
学
よ
り
、
言
語
に
関
す
る
人
間
行
動
を
主
に
扱
う

応
用
言
語
学
に
分
類
す
る
方
が
適
当
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
面
白
さ
は
、
外
資
系
企
業
を
日
本
に
お
け

る
異
文
化
・
多
言
語
環
境
と
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、

多
文
化
共
生
社
会
化
す
る
日
本
の
未
来
予
想
図
と
捉

え
て
研
究
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
点
だ
。
ゆ
え
に
、

外
資
系
企
業
で
の
言
語
使
用
の
ほ
か
、
商
品
と
し
て

の
英
語
教
育
、
英
語
公
用
語
化
問
題
な
ど
も
扱
う
。

　

事
例
が
欧
米
系
企
業
に
留
ま
っ
て
お
り
、
研
究
対

象
者
が
日
本
人
と
欧
米
人
だ
け
と
い
う
点
は
惜
し
い
。

な
ぜ
な
ら
、
ア
ジ
ア
の
一
部
で
あ
る
日
本
が
、
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
を
無
視
し
て
異
文
化
は
語
れ
な
い
か
ら

だ
。
と
は
い
え
、
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
だ
。
こ
れ
か

ら
世
界
に
羽
ば
た
く
諸
君
、
読
ま
れ
た
し
。（�

前
髪 

）

�

（
一
三
五
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

8
月
刊
）

巨
大
な
葦
の
館
、
水
牛
と
暮
ら
す
湿
地
民
マ
ア
ダ
ン
、

謎
の
刺
繍
布
、
何
ひ
と
つ
予
定
通
り
に
進
ま
な
い
か

ら
こ
そ
新
た
な
謎
が
続
々
と
現
れ
る
。
高
野
節
全
開

の
文
章
に
頁
を
め
く
る
手
は
止
ま
ら
ず
、
ジ
ャ
ー
シ

ム
宋
江
や
ア
ヤ
ド
呉
用
な
ど
水
滸
伝
を
オ
マ
ー
ジ
ュ

し
て
名
づ
け
ら
れ
た
仲
間
た
ち
に
も
愛
着
が
わ
く
。

　

人
び
と
に
根
差
す
視
座
が
高
野
作
品
の
魅
力
だ
。

研
究
者
へ
の
取
材
と
膨
大
な
資
料
の
読
み
込
み
も
欠

か
さ
な
い
。
だ
か
ら
、
歴
史
の
裏
に
あ
る
生
活
世
界

を
精
緻
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
一

線
級
の
民
族
誌
で
あ
り
な
が
ら
圧
倒
的
な
エ
ン
タ
メ

で
も
あ
る
、
す
さ
ま
じ
い
労
作
だ
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
四
八
〇
頁　

税
込
二
四
二
〇
円　

7
月
刊
）
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中
国
の
死
神

大
谷
亨
著

青
弓
社

　
「
無
常
」、
そ
れ
が
本

書
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で

あ
る
中
国
の
死
神
の
名

前
だ
。
無
常
は
中
国
の

民
間
信
仰
に
お
い
て
非
常
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
神
様
で

あ
り
、
そ
の
役
目
は
あ
の
世
か
ら
の
お
迎
え
と
い
っ

た
と
こ
ろ
だ
。
表
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
長
い
帽
子
に

長
い
舌
と
い
う
の
が
無
常
の
基
本
的
な
イ
メ
ー
ジ
だ
。

　

し
か
し
、
広
い
中
国
を
渡
り
歩
い
て
み
る
と
無
常

の
多
種
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
出
会
う
。
黒
い

無
常
と
白
い
無
常
の
ペ
ア
が
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

で
あ
る
が
、
時
に
は
チ
ビ
の
三
人
目
と
共
に
祀
ら
れ

て
い
た
り
、
白
い
無
常
一
人
だ
け
と
い
う
場
合
も
あ

る
。
こ
う
し
た
変
化
が
生
じ
た
の
は
何
故
か
、
そ
も

そ
も
無
常
の
誕
生
の
経
緯
と
は
、
な
ぜ
不
吉
な
死
神

が
人
気
な
の
か
。
湧
き
出
て
く
る
無
常
の
謎
を
、
軽

快
な
文
体
と
共
に
解
き
明
か
し
て
い
く
。

　

本
書
の
魅
力
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し

た
構
成
に
あ
る
。
中
国
に
赴
き
調
査
す
る
過
程
を
詳

細
に
解
説
し
て
い
く
様
子
は
紀
行
文
さ
な
が
ら
で
あ

り
、
気
負
わ
ず
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
意
外

な
も
の
が
入
っ
て
い
る
装
備
リ
ス
ト
や
難
易
度
別
の

調
査
方
法
紹
介
を
眺
め
、
無
常
を
巡
る
旅
を
楽
し
ん

で
い
る
と
、
自
然
と
無
常
に
つ
い
て
詳
し
く
な
っ
て

し
ま
う
。
要
所
要
所
に
挟
ま
る
鮮
や
か
な
情
報
の
整

理
に
感
心
し
、
興
味
深
い
推
論
に
導
か
れ
、
無
常
の

謎
に
魅
入
ら
れ
て
い
く
。
遂
に
は
無
常
の
背
景
に
あ

る
、
儒
教
や
仏
教
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
、
中
国
の
民

間
信
仰
の
一
面
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

本
書
は
多
様
な
読
み
方
が
で
き
る
不
思
議
な
一
冊

だ
。
中
国
旅
行
記
と
し
て
読
ん
で
も
良
い
し
、
情
報

が
自
然
と
つ
な
が
る
ミ
ス
テ
リ
の
よ
う
な
読
後
感
も

あ
る
。「
研
究
」
と
い
う
営
み
の
面
白
さ
も
伝
わ
っ

て
く
る
万
人
に
お
す
す
め
で
き
る
一
冊
。�

（�

筏 

）

�

（
一
九
二
頁　

税
込
二
八
六
〇
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7
月
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読
者
の
多
く
は
、
自

然
選
択
説
や
適
応
主
義

を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ

る
だ
ろ
う
。
生
物
の
持

つ
形
質
や
行
動
セ
ッ
ト
は
、
そ
れ
が
環
境
に
適
応
し
、

子
孫
を
残
す
う
え
で
有
利
で
あ
る
が
ゆ
え
に
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
の
だ
、
と
そ
れ
ら
は
主
張
す
る
。

強
い
説
得
力
を
持
つ
理
論
だ
が
、
し
か
し
、
人
間
社

会
だ
け
で
な
く
自
然
界
で
も
広
く
見
ら
れ
る
「
同
性

愛
」
は
一
体
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
？

　

様
々
な
動
物
で
同
性
間
性
行
動
が
見
ら
れ
る
と
い

う
知
見
そ
れ
自
体
も
本
書
の
要
点
の
一
つ
だ
。
事
例

は
豊
富
で
、
な
お
か
つ
雑
学
的
な
面
白
み
が
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
著
者
は
、
性
に
ま
つ
わ
る
固
定
観

念
の
解
体
、
そ
し
て
再
構
築
を
提
案
す
る
。
ポ
イ
ン

ト
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
こ
そ
が
生
物
学
的
な
ベ
ー
ス
に

あ
る
と
す
る
点
だ
。
通
常
こ
の
言
葉
は
生
物
学
的
性

＝
セ
ッ
ク
ス
と
対
置
さ
れ
る
た
め
、
人
間
限
定
の
概

念
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
＝
行
動
で

表
現
さ
れ
る
性
、
と
解
釈
す
る
と
状
況
は
一
変
す
る
。

例
え
ば
ク
マ
ノ
ミ
で
は
群
れ
の
環
境
に
応
じ
て
性
転

換
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
伴
う
行
動
の
変
化
は
生

殖
腺
と
ホ
ル
モ
ン
上
の
性
転
換
に
先
行
す
る
。
つ
ま

り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
セ
ッ
ク
ス
に
先
立
つ
の
だ
。

　

ま
た
、
著
者
は
更
に
、
性
行
動
が
生
殖
の
た
め
だ

け
に
あ
る
と
い
う
観
念
を
疑
う
。
事
例
に
鑑
み
れ
ば
、

個
体
間
の
協
力
や
紐
帯
の
た
め
の
性
行
動
と
い
う
側

面
を
仮
定
す
る
方
が
理
に
適
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
自
然
の
摂
理
」
に
適
う
こ
と
が
何
ら
か
の
価
値

観
を
正
当
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
本
書
の

議
論
の
よ
う
に
、
最
新
の
生
物
学
的
知
見
が
新
た
な

枠
組
み
の
提
供
を
可
能
に
す
る
場
合
も
あ
る
。
議
論

が
錯
綜
す
る
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
書
と
と
も
に

再
考
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。�

（�

朝
露 

）

�

（
二
二
四
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

6
月
刊
）

進
化
が
同
性
愛
を
用
意
し
た

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
生
物
学

坂
口
菊
恵
著

創
元
社
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未
来
か
ら
来
た
男

ジ
ョ
ン・フ
ォ
ン・ノ
イ
マ
ン

ア
ナ
ニ
ヨ
・
バ
ッ
タ
チ
ャ
リ
ヤ
著

松
井
信
彦
訳　

み
す
ず
書
房

　

ノ
イ
マ
ン
の
名
は
多

く
の
分
野
で
見
ら
れ
る
。

数
学
は
も
ち
ろ
ん
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ゲ
ー
ム

理
論
、
更
に
は
宇
宙
探
査
機
に
ま
で
。
こ
れ
ほ
ど
多

彩
な
分
野
に
そ
の
名
を
刻
ん
だ
人
間
は
お
そ
ら
く
彼

一
人
だ
ろ
う
。
本
書
は
こ
の
想
像
を
絶
す
る
才
能
を

持
つ
「
未
来
人
」
の
生
涯
を
綴
っ
た
評
伝
で
あ
る
。

　

本
書
は
ノ
イ
マ
ン
の
生
涯
を
辿
り
つ
つ
、
彼
が
引

き
起
こ
し
て
き
た
革
命
の
数
々
が
詳
細
に
語
ら
れ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
生
ま
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
幼
少

期
か
ら
始
ま
り
、
集
合
論
、
量
子
力
学
、
原
子
爆
弾

開
発
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
明
へ
と
進
ん
で
い
く
。

各
分
野
の
解
説
は
難
し
い
が
、
専
門
的
な
説
明
に
加

え
て
、
か
み
砕
い
た
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
併
記
さ

れ
て
お
り
雰
囲
気
は
掴
み
や
す
い
。
加
え
て
、
当
時

の
科
学
者
た
ち
の
姿
勢
や
議
論
も
紹
介
さ
れ
、
科
学

史
と
し
て
も
楽
し
め
る
。
本
書
の
魅
力
は
、
こ
う
し

た
歴
史
の
流
れ
の
中
で
ノ
イ
マ
ン
の
功
績
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。
ノ
イ
マ
ン
の
功
績
の
多

く
は
専
門
家
で
な
け
れ
ば
理
解
し
づ
ら
く
、
そ
の
影

響
力
も
測
り
に
く
い
。
当
時
の
科
学
者
た
ち
の
各
分

モ
ル
ブ
ス・ア
ウ
ス
ト
リ
ア
ク
ス

―
―�

オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
を�

め
ぐ
る
16
章

前
田
佳
一
編　

法
政
大
学
出
版
局

　

憎
悪
を
抱
き
な
が
ら

も
、
そ
の
対
象
か
ら
離

れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
不

幸
を
彼
ら
は
書
く
。
毒

花
が
繁
茂
し
、
し
な
び
て
大
地
を
肥
や
す
よ
う
に
。

　

ま
ず
は
題
名
に
つ
い
て
。「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
病
」

を
意
味
す
る
こ
の
言
葉
は
、
同
地
の
文
学
に
与
え
ら

れ
た
あ
る
評
言
に
因
む
。
二
〇
世
紀
前
半
、
再
三
の

急
変
を
経
験
し
た
か
つ
て
の
帝
国
で
は
、
数
多
の
作

家
が
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
に
直
面
し

た
。
そ
の
事
態
へ
の
否
定
的
愛
憎
が
、
戦
後
の
作
家

に
も
引
き
継
が
れ
る
。
本
書
で
は
そ
の
系
譜
か
ら
開

花
し
た
詩
作
の
数
々
に
、
一
六
も
の
論
考
を
通
じ
て

迫
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
は
近
年
翻
訳
の
盛
ん
な
ベ
ル

ン
ハ
ル
ト
か
ら
、
叙
事
詩
「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
」
の

知
ら
れ
ざ
る
翻
案
者
メ
ル
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
作

家
た
ち
の
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ク
リ
ム
ト
ら
の
世
紀
末
文
化
や
マ
グ
リ
ス
の
提
唱

し
た
「
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
神
話
」
な
ど
、
従
来
形
成
さ

れ
て
き
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
観
に
、
こ
の
研
究
書
は
一

石
を
投
じ
る
。
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
を
扱

っ
た
杉
山
論
考
は
そ
の
最
た
る
も
の
だ
ろ
う
。
彼
の

回
想
録
『
昨
日
の
世
界
』
で
は
、
た
し
か
に
「
古
き

良
き
帝
国
」
が
理
想
化
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
ツ
ヴ
ァ

イ
ク
は
帝
国
の
崩
壊
や
亡
命
後
の
国
籍
喪
失
と
い
っ

た
「
危
機
」
の
記
憶
を
も
ま
と
め
な
が
ら
、
故
郷
の

全
体
像
を
構
築
し
て
い
た
と
い
う
。
と
も
す
れ
ば
無

批
判
な
郷
愁
に
回
収
さ
れ
る
作
品
解
釈
を
退
け
、
論

者
は
作
家
の
時
代
認
識
と
、
テ
キ
ス
ト
外
の
情
報
と

を
往
復
し
、
先
入
見
な
き
診
断
を
下
し
て
い
る
。

　

亡
命
先
で
自
殺
し
た
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
然
り
、「
オ
ー

ス
ト
リ
ア
病
」
の
罹
患
者
に
は
暗
い
影
が
差
す
。
得

も
言
わ
れ
ぬ
毒
気
を
放
つ
そ
の
腐
れ
は
、
し
か
し
苗

床
と
な
り
次
の
花
を
咲
か
せ
る
。�

（�

投
稿
・
渡
世 

）

�

（
四
三
六
頁　

税
込
七
四
八
〇
円　

5
月
刊
）

野
に
お
け
る
信
仰
や
動
乱
を
交
え
た
本
書
の
説
明
を

読
め
ば
、
当
時
の
情
勢
や
ノ
イ
マ
ン
の
功
績
の
イ
ン

パ
ク
ト
の
大
き
さ
が
把
握
で
き
、
ノ
イ
マ
ン
が
「
未

来
か
ら
来
た
男
」
と
い
う
表
題
に
違
わ
ぬ
才
能
の
持

ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

天
才
と
呼
ば
れ
る
人
間
は
理
解
で
き
な
い
存
在
と

し
て
扱
わ
れ
が
ち
だ
。
と
り
わ
け
ノ
イ
マ
ン
は
原
子

爆
弾
投
下
に
積
極
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
邦
で

は
悪
魔
化
さ
れ
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
比
較
的

中
立
の
立
場
か
ら
ノ
イ
マ
ン
の
功
罪
を
紹
介
し
つ
つ
、

そ
の
両
極
端
な
人
間
性
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
点
も

本
書
の
特
色
の
一
つ
だ
ろ
う
。�

（�

筏 

）

�

（
四
二
四
頁　

税
込
三
九
六
〇
円　

9
月
刊
）
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客
観
性
の
落
と
し
穴村

上
靖
彦
著

ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書

問
い
を
問
う

―
―
哲
学
入
門
講
義

入
不
二
基
義
著　

ち
く
ま
新
書

日
本
人
が
知
ら
な
い
戦
争
の
話

―
―
ア
ジ
ア
が
語
る
戦
場
の
記
憶

山
下
清
海
著　

ち
く
ま
新
書

　
「
哲
学
っ
て
何
を
し
て
い
る
の
？
」
哲
学
徒
の
は

し
く
れ
で
あ
り
な
が
ら
、
私
は
こ
の
質
問
に
う
ま
く

答
え
ら
れ
た
た
め
し
が
な
か
っ
た
。
哲
学
史
を
説
い

て
み
せ
る
の
も
、
面
白
い
思
考
実
験
を
披
露
す
る
の

も
、
何
か
違
う
。
し
か
し
今
後
は
、
本
書
を
推
薦
す

る
こ
と
が
良
い
回
答
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

初
学
者
向
け
の
講
義
を
も
と
に
し
た
本
書
の
焦
点

は
、
誰
か
の
思
想
体
系
を
読
解
し
て
哲
学
を
知
る

0

0

0

0

0

こ

と
に
は
な
い
。
読
者
は
本
書
を
通
じ
て
、
哲
学
す
る

0

0

0

0

こ
と
を
体
得
す
る

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
心
と
脳
は
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い

る
か
？
」
と
い
う
、
い
か
に
も
な
問
い
が
登
場
す
る
。

本
書
は
こ
れ
に
、
正
解
を
与
え
よ
う
と
す
る
の
で
は

な
い
。
こ
の
問
い
は
一
体
何
を
問
う
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
あ
り
得
る
回
答
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
存
在
論

や
認
識
論
を
前
提
と
し
て
い
る
の
か
な
ど
と
、
更
に

問
い
そ
の
も
の
を
問
う
て
い
く
。

　

問
い
が
深
ま
っ
た
各
章
の
終
盤
は
時
に
入
門
を
超

え
る
難
易
度
に
も
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
一
層
面
白
い
。

そ
し
て
、
そ
こ
へ
至
る
歩
み
に
飛
躍
は
な
い
た
め
、

や
は
り
初
学
者
に
自
信
を
持
っ
て
推
薦
で
き
る
の
だ
。

粘
り
強
く
読
ん
で
ほ
し
い
一
冊
。�
（�
朝
露 

）
�

（
三
三
六
頁　

税
込
一
二
一
〇
円　

9
月
刊
）

　

私
た
ち
の
生
活
に
は
、「
客
観
性
」
が
重
要
な
指

標
と
し
て
当
た
り
前
の
よ
う
に
浸
透
し
て
い
る
。
本

書
は
そ
ん
な
現
代
社
会
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
一
九
世

紀
か
ら
普
及
し
続
け
て
い
る
こ
の
概
念
に
よ
っ
て
、

自
然
や
社
会
の
み
な
ら
ず
時
間
や
心
ま
で
も
が
「
客

観
的
に
」
捉
え
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
著
者
が
提
案
す
る
の
が
、
個
人
の
経
験
や

語
り
か
ら
出
発
す
る
思
考
法
で
あ
る
。
医
療
現
場
や

貧
困
地
区
の
現
場
で
聞
き
取
り
を
行
っ
て
き
た
著
者

は
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
「
経
験
の
生
々
し
さ
」
を

「
客
観
性
」
と
は
対
照
的
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け

る
。
即
興
の
語
り
に
は
、
同
じ
言
葉
の
繰
り
返
し
や
、

微
妙
な
語
尾
の
変
化
な
ど
の
た
ど
た
ど
し
さ
が
あ
り
、

そ
こ
に
こ
そ
事
態
の
深
刻
さ
が
表
れ
る
と
い
う
。
個

人
の
経
験
や
社
会
が
抱
え
る
課
題
は
、「
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
―
」「
ネ
グ
レ
ク
ト
」
と
い
う
客
観
的
記
述
か

ら
一
歩
踏
み
込
む
こ
と
で
初
め
て
見
え
て
く
る
。

　

著
者
の
主
眼
は
社
会
的
弱
者
の
声
を
掬
い
上
げ
る

こ
と
に
あ
る
が
、
本
書
の
内
容
は
学
歴
や
年
齢
が
過

大
評
価
さ
れ
る
社
会
や
、
個
人
の
意
見
が
感
想
に
す

ぎ
な
い
と
揶
揄
さ
れ
る
現
代
の
風
潮
へ
の
提
言
に
も

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。�

（�

茫
漠 

）

�

（
一
九
二
頁　

税
込
八
八
〇
円　

6
月
刊
）

　

著
者
は
「
時
間
が
な
い
の
で
、
太
平
洋
戦
争
の
と

こ
ろ
は
、
自
分
で
勉
強
し
て
お
き
な
さ
い
」
と
高
校

時
代
に
指
示
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
戦
後
生
ま
れ
の
大

学
教
授
で
あ
る
。
本
書
は
筆
者
が
日
本
人
学
生
の
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
関
す
る
知
識
の
乏
し
さ
を
感

じ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
書
か
れ
た
本
で
あ
る
。

　

実
際
に
著
者
の
体
験
談
を
中
心
と
し
て
い
る
も
の

の
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国
の
教
科
書
な
ど
、
日
本

軍
が
戦
争
を
展
開
し
た
ア
ジ
ア
各
国
の
様
々
な
文
献

を
参
照
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
か
ら
の
一
方

的
な
史
実
の
捉
え
方
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
諸
国

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
連
す
る
史
実
が
ど
の
よ

う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
違
い
が
明
確
に

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
事
件
や
衝
突
な
ど
の
史

実
が
国
別
に
、
時
系
列
順
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、

さ
ら
に
読
者
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

る
。
何
よ
り
も
、
史
実
が
未
だ
に
は
っ
き
り
と
し
て

い
な
い
点
に
つ
い
て
明
確
に
「
わ
か
ら
な
い
」
と
記

述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
が
異
な
る
こ
と
を
よ
り
強
調
す
る
。
筆

者
の
視
点
に
偏
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、
史
実
に
つ
い

て
読
み
や
す
い
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。�

（�

プ
ラ
チ 

）

�

（
二
二
四
頁　

税
込
九
六
八
円　

7
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

大
学
入
試
、再
考

　

大
学
入
試
（
以
下
、
入
試
）
へ
の
英
語
民
間
試
験
導
入
が
猛
反
発
を
受
け
、

頓
挫
し
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、
文
部
科
学
省
の
入
試
改
革

は
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
の
か
。

我
々
は
入
試
を
ど
う
す
べ
き
か
。
入
試
を
議
論
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
『�

大
学

入
試
が
わ
か
る
本 
』（
岩
波
書
店
）
で
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
て
い
こ
う
。

　
◆
理
念
不
在
の
入
試
改
革
◆

　

本
書
の
目
的
は
、
入
試
改
革
の
理
念
が
妥
当
だ
っ
た
の
か
を
再
検
討
す
る
こ

と
、
そ
し
て
専
門
家
や
教
育
現
場
の
知
見
・
意
見

を
整
理
し
て
議
論
の
土
台
を
再
構
築
す
る
こ
と
の

二
つ
で
あ
る
。

　

Ⅰ
章
は
戦
前
期
か
ら
入
試
改
革
が
繰
り
返
さ
れ
、

「
公
平
性
の
確
保
」、「
適
切
な
能
力
の
測
定
」、「
下
級
学
校
へ
の
悪
影
響
の
排

除
」
と
い
う
「
日
本
型
入
学
者
選
抜
の
三
原
則
」
に
よ
っ
て
学
力
一
辺
倒
の
入

試
ス
タ
イ
ル
が
保
持
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
振
り
返
る
。
Ⅱ
章
は
一
発
勝
負
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
受
験
生
を
解
放
す
る
た
め
に
、
試
験
を
複
数
回
実
施
す
る
方

法
を
テ
ス
ト
理
論
の
観
点
か
ら
論
じ
る
等
、
具
体
的
な
試
験
実
施
方
法
を
取
り

扱
う
。
Ⅲ
章
は
共
通
試
験
に
ま
つ
わ
る
問
題
や
高
校
教
育
を
総
括
し
、
今
後
は

入
試
を
「
選
抜
」
で
は
な
く
「
教
育
」
と
捉
え
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
最
後

の
Ⅳ
章
で
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
進
学
や
障
が
い
が
あ
る
受
験
生
に
配
慮
し
た

試
験
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
や
美
大
受
験
と
い
っ
た
一
般
選
抜
以
外
の
「
傍
系
」
選

抜
の
現
状
と
問
題
を
指
摘
す
る
。

　

日
本
に
は
多
様
な
入
試
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
て
ど
う

い
う
人
材
を
育
成
し
た
い
の
か
と
い
う
理
念
が
現
在
の
入
試
改
革
に
は
な
い
こ

と
が
本
書
か
ら
分
か
る
。
だ
が
、
入
試
改
革
の
理
念
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
に
応

じ
た
入
試
が
施
行
さ
れ
る
の
を
待
た
ず
と
も
、
自
ら
の
手
で
道
を
切
り
開
く
こ

と
は
で
き
る
。
こ
れ
に
適
し
て
い
る
の
が
、
総
合
型
選
抜
（
旧
Ａ
Ｏ
）
入
試
だ
。

　
◆
自
分
の
人
生
と
向
き
合
う
総
合
型
選
抜
入
試
◆

　

最
近
上
梓
さ
れ
た
『�

脱
優
等
生
の
ス
ス
メ 

』（
ハ
ヤ
カ
ワ
新
書
）
を
読
め
ば
、

総
合
型
選
抜
入
試
が
求
め
る
人
物
像
や
、
達
成
し

た
い
目
標
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
は
日
本

初
の
総
合
型
選
抜
入
試
導
入
に
関
与
し
た
冨
田
勝

教
授
だ
。

　

答
え
の
あ
る
問
題
を
解
い
た
り
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
未
来
を
予
測
し

た
り
す
る
こ
と
が
得
意
な
人
を
「
優
等
生
」
と
し
、
常
識
に
捉
わ
れ
ず
興
味
が

あ
る
こ
と
に
集
中
し
て
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
が
得
意
な
人
を
「
脱
優

等
生
」
と
呼
ん
で
い
る
。
両
者
と
も
必
要
な
人
材
で
あ
り
、
両
者
間
で
優
劣
を

つ
け
る
こ
と
に
意
味
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
自
分
は
何
が
得
意
か
、
何
を
人

生
で
達
成
し
た
い
か
を
考
え
、
そ
れ
に
応
じ
て
自
分
の
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、
行

動
す
る
よ
う
促
す
の
が
本
書
の
、
ひ
い
て
は
総
合
型
選
抜
入
試
の
意
図
で
あ
る
。

◆
◆
◆

　

Ａ
Ｉ
の
台
頭
や
少
子
化
に
よ
り
入
試
変
革
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
そ
し
て
変
革

に
は
、
目
的
を
共
有
し
、
多
様
な
入
試
を
束
ね
る
理
念
が
必
要
だ
。
ど
ん
な
理

念
が
未
来
の
担
い
手
を
育
成
す
る
の
に
相
応
し
い
か
、
専
門
家
と
共
に
考
え
る

こ
と
が
有
権
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
大
学
進
学
希
望
か
、
総
合
型
選

抜
入
試
受
験
者
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
高
校
生
が
入
試
を
人
生
と
向

き
合
う
機
会
と
捉
え
、
自
分
の
得
手
不
得
手
を
鑑
み
た
選
択
―
―
就
職
や
入
試

方
法
等
の
選
択
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

本
書
評
が
入
試
再
考
の
端
緒
と
な
れ
ば
幸
い
だ
。�

（�

前
髪 

）
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私の本棚

地
獄
の
よ
う
に
熱
く
、恋
の
よ
う
に
甘
く
、思
い
出
の
よ
う
に
苦
く

　

―
―
十
一
月
に
も
な
る
と
い
よ
い
よ
冷
え
込
ん
で
き
て
、
コ
ー
ト
を
着
込
む

よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
百
万
遍
の
信
号
待
ち
に
吹
く
北
風
は
耐
え
難
い
。

ど
こ
か
喫
茶
店
に
で
も
入
っ
て
暖
を
取
ろ
う
か
、
つ
い
で
に
午
後
の
授
業
も
サ

ボ
っ
て
し
ま
お
う
か
…
…
そ
う
考
え
て
い
た
折
に
、
こ
ん
な
看
板
を
見
つ
け
た
。

　《
喫
茶
・
綴
葉
》

　

―
―
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
お
店
な
ん
か
あ
っ
た
か
な
…
…
？　

で
も
ど
こ
か
惹

か
れ
る
店
構
え
、
芳
し
い
珈
琲
の
香
り
。
心
を
決
め
て
、
ド
ア
を
開
く
。

　
「
ど
う
ぞ
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
喫
茶
・
綴
葉
の
マ
ス
タ
ー
の
浅
煎
り
で

す
。
当
店
で
は
珈
琲
に
ぴ
っ
た
り
の
一
冊
を
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
珈
琲
と

読
書
の
素
敵
な
組
み
合
わ
せ
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
」

◆
◆
◆

　

ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は
『�

京
都
・
六
曜
社
三
代
記
　
喫
茶
の
一
族 

』。
そ
う
、

三
条
河
原
町
の
地
下
と
一
階
に
ま
た
が
る
あ
の
喫

茶
店
。
本
書
で
は
、
一
九
五
〇
年
の
創
業
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
が

辿
ら
れ
る
。
激
動
の
時
代
の
な
か
、
人
々
に
愛
さ

れ
続
け
る
喫
茶
店
を
営
む
の
は
生
半
可
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
書
に
浮
か
び
上

が
る
の
は
、
六
曜
社
と
い
う
場
が
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
心
地
良
い
空
間
で
あ
る

よ
う
に
、
日
々
珈
琲
と
真
摯
に
向
き
合
う
店
主
た
ち
の
姿
だ
。
一
杯
の
珈
琲
、

そ
し
て
喫
茶
店
と
い
う
場
所
が
愛
お
し
く
思
え
る
一
冊
。

　

続
い
て
は
、
京
大
法
学
部
出
身
の
岡
崎
琢
磨
に
よ
る
大
人
気
ミ
ス
テ
リ
、

『�

珈
琲
店
タ
レ
ー
ラ
ン
の
事
件
簿 

』シ
リ
ー
ズ
。
富
小
路
二
条
に
店
を
構
え
る
バ

リ
ス
タ
・
切
間
美
星
が
、
京
都
で
起
こ
る
事
件
を
次
々
に
解
決
し
て
い
く
。

　

い
わ
ゆ
る
「
人
が
死
な
な
い
ミ
ス
テ
リ
」
で
あ
る
が
、
話
の
テ
ン
ポ
、
ス
リ

ル
感
、
そ
し
て
事
件
が
解
決
さ
れ
る
あ
の
ミ
ス
テ

リ
特
有
の
爽
快
感
も
一
級
品
で
、
つ
い
つ
い
の
め

り
こ
ん
で
読
ん
で
し
ま
う
（
だ
か
ら
授
業
を
サ
ボ

っ
て
読
む
に
は
う
っ
て
つ
け
だ
と
思
う
）。

　

三
冊
目
は
河
出
文
庫
の
『�

こ
ぽ
こ
ぽ
、
珈
琲 

』。
湊
か
な
え
、
村
上
春
樹
、

よ
し
も
と
ば
な
な
、
向
田
邦
子
、
寺
田
寅
彦
、
井
上
ひ
さ
し
…
…
総
勢
三
〇
を

超
え
る
作
家
の
珈
琲
エ
ッ
セ
イ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
筆
致
は
マ
イ
ル
ド

ブ
レ
ン
ド
の
よ
う
に
ま
ろ
や
か
で
あ
た
た
か
い
。

珈
琲
と
は
単
な
る
飲
み
物
で
は
な
く
、
そ
の
手
で

豆
を
挽
き
（
あ
る
い
は
喫
茶
店
に
向
か
い
）、
豊

か
な
香
り
を
味
わ
い
、
忙
し
な
い
日
々
の
隙
間
に

ほ
っ
と
柔
ら
か
い
空
気
を
纏
わ
せ
る
、
そ
ん
な
一
連
の
経
験
な
の
だ
と
知
る
。

　

対
し
て
ダ
ー
ク
ブ
レ
ン
ド
が
お
好
み
の
あ
な
た
に
は
、
中
公
文
庫
の
新
刊

『
喫
茶
店
文
学
傑
作
選
』
が
お
す
す
め
。
こ
ち
ら
は
漱
石
に
始
ま
り
中
原
中
也
、

澁
澤
龍
彦
な
ど
、
や
や
硬
派
な
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
気
分
や
時
間
、
天

気
に
あ
わ
せ
て
読
み
分
け
る
の
も
、
一
興
だ
ろ
う
。

◆
◆
◆

　

さ
て
、
さ
ら
に
深
入
り
し
た
い
方
は
『
コ
ー
ヒ
ー
の
科
学
「
お
い
し
さ
」
は

ど
こ
で
生
ま
れ
る
の
か
』（
講
談
社
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
）、『
珈
琲
の
世
界
史
』

（
講
談
社
現
代
新
書
）
を
手
に
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ

ど
の
専
門
的
知
識
が
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
の
よ
う
に
濃
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ぁ
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
が
始
ま
る
。
本
を
片
手
に
暖
か
い
喫
茶
店
に

飛
び
込
も
う
。
立
ち
上
る
珈
琲
の
香
り
を
吸
い
込
め
ば
、
そ
れ
は
も
う
あ
な
た

だ
け
の
逃
避
行
の
始
ま
り
だ
。�

（�

浅
煎
り 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
6
月
の
特
集
「
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
読
ん
だ
本
」

は
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
私
の
「
い
ま
だ
に
寝
る

間
を
惜
し
ん
で
読
め
る
本
」
も
、
10
冊
ぐ
ら
い
あ
り

ま
す
!!
（
笑
）
で
も
読
み
す
ぎ
て
、
体
調
を
崩
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
♡�

（�

い
い
み
ょ
ん 

）

―
―
毎
晩
夜
更
か
し
を
唆
し
て
き
そ
う
な
、
素
敵
な

本
棚
で
す
ね
。
健
全
な
る
読
書
も
ま
た
健
全
な
る
肉

体
に
宿
る
と
す
れ
ば
、
夜
更
か
し
の
連
発
は
厳
禁
！

○
特
集
の
テ
ー
マ
が
毎
回
楽
し
く
、
知
ら
な
い
本
を

た
く
さ
ん
知
れ
る
か
ら
良
い
（�

理
学
部
・
え
び
天
天 

）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
普
段
見
か
け
な
い

本
も
登
場
す
る
特
集
の
場
を
、
今
後
も
お
楽
し
み
に
。

○
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
楽
し
み
に
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
書
コ
ー
ナ
ー
の
ジ

ャ
ン
ル
が
社
会
系
に
偏
っ
て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。

自
然
科
学
系
や
他
の
ジ
ャ
ン
ル
も
積
極
的
に
取
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
！

�

（�

農
学
部
・
レ
ヂ
デ
ン
ト 

）

―
―
こ
ち
ら
こ
そ
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
お
便
り
を
い
た
だ
い
て
以
降
、
生
物
学
、
心
理

学
な
ど
の
新
書
を
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

楽
し
み
い
た
だ
け
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
指
摘
を

あ
り
が
た
く
受
け
止
め
、
幅
広
い
書
評
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
参
り
ま
す
！
（�

朝
露 

）

　8・9 月号から綴葉の編集委員となりまし
た、プラチと申します。片仮名でパッと聞い
て意味の分からない「プラチ」という名前は、
とある国で「朝が好きな女の子」という意味
を持ちます。友人が挙げてくれた候補の中か
ら一番響きの良いものを選んだ私は、朝早く
起きる必要がある日の前日は徹夜をするほど
の究極の夜型です。その代わりに、朝日が昇
る様子を眺める機会も多く、トワイライトを
ぼぅっと眺めることも好きです。
　そんな私は、とある自伝によって人生を変
えられました。10 月号の「私の本棚」とい
うコーナーでも執筆させていただいたように、
伝統と人権の狭間では様々な議論が行われて
います。この自伝の筆者は、約 10 年もの間、
国際社会が人権侵害であり廃止すべきである
と主張している行為に人生を捧げた人物です。
しかし、この本の最後で「私は後悔していな
い」という筆者の意思を見たときに、私は現
在の進路を決めました。
　気分転換をするための本、学びを得るため
の本、考えさせられるような本、そして忘れ
られなくなるような本……綴葉を通じて、
様々な本を私の視点から紹介していきたいと
思います。まだまだ未熟者ではありますが、
よろしくお願いいたします。� （�プラチ ）

当てよう！図書カード編集後記
　酷暑から一転、すっかり寒くなりましたね。
体調管理には気をつけたいところです。さて
ここで、季節の変わり目に役立つ問題です。
　ドイツに留学中のあなた。授業中にクラス
の一人がくしゃみをしました。さあ、なんて
声をかけたら良いでしょうか？
1．Bier!（ビール）　　　2．Gewitter!（雷雨）
3．Gesundheit!（健康）　4．Drache!（竜）
� （�ひるね ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 12 月 15 日です。

《7月号の解答》 7 月号の問題の正解は、1．
のナスニンでした。アントシアニンの一種で、
あの綺麗な「茄子紺」の色素であるナスニン
は、日本の博士によって発見されたためにこ
のような名前がついているそうです。図書カ
ードの当選者は、ハードラーさん、青でんぶ
さん、えび天天さんの 3名です。当選おめで
とうございます。� （�朝露 ）


